
（１）相談件数の推移（10年間）

いじめ・嫌がらせ
60,125 
(19.1%)

自己都合退職
42,472 
(13.5%)

解雇
32,944 
(10.5%)

労働条件の引き下げ
30,234 
(9.6%)

退職勧奨
25,234 
(8.0%)

（4.7％）14,677雇止め

（3.3％）10,384出向・配置転換

（3.1％）9,705雇用管理等

（0.8％）2,634募集・採用

（0.7％）2,157採用内定取り消し

（16.5％）51,805その他の労働条件

（10.1％）31,678その他

令和５年度
民事上の個別労働関係紛争

内訳延べ相談件数

計314,049件

（２）民事上の個別労働関係紛争｜相談内容別の件数

※ （ ）内は、内訳延べ相談件数に占める割合。四捨五入により端数処理しているため、割合の合計は、100％に
ならないことがある。なお、内訳延べ相談件数は、１回の相談で複数の内容にまたがる相談が行われた場合に、
複数の相談内容を件数として計上したもの。
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令和５年度個別労働紛争解決制度の運用状況

ほか 計123,040

１ 総合労働相談


